
 

 

                                                   

                                                   

                                                   

                                                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

    

   

 

 

 

 

 

令和４年５月１３日施行  

変更点１ 診断書提出命令の対象拡大！   
認知機能検査の結果「認知症のおそれがある」と判断された方だけでなく、運転免許試験に合格し

た方や運転免許を保有している方で、免許の行政処分対象となる一定の病気、身体障害、アルコー
ル・麻薬等の中毒等に該当することとなったと疑う理由がある場合も診断書提出命令を行うことがで
きるようになります。 

 これまで臨時適性検査を行う場合、主治医の診断書提出を求めるか、公安委員会の指定する医
師(認定医)の診断を受けていましたが、これに加えて診断書提出命令を行うことができるように
なります。 
 診断書提出命令不履行者は、免許停止(保留)処分の対象となります。 

変更点２ 診断書提出等による認知機能検査の免除！ 

≪認知機能検査が免除になる場合≫ 

 ７５歳以上の運転免許を保有されている方で、更新期間が満了する日前６月以内に、 
以下の１から３までのいずれかに該当する方は更新時の認知機能検査が免除になります。       
１ 新たに免種を追加される方  
  (例：普通免許を保有していて中型免許を新たに取得した場合等)           
２ 臨時適性検査(医師の診断等)を受ける方                           
  (例：基準に該当して臨時適性検査を受ける場合等)                       
３ 認知機能検査に関する診断書等を提出される方                        
  (例：任意で医師の診断書を提出する場合等)                         
   ※「認知症のおそれがある」と診断されて定期的に診断書を提出されている方等が該当します。 
 
 
 
 

 

 

 

 

 特定失効者(所定の期間内に更新できずに失効した者)、特定取消処分者(病気等を理由と
する取消しを受けた者)が運転免許を再取得する際、免許申請書を提出した日前１年以内に、
上記１から３までのいずれかに該当する方は認知機能検査が免除になります。 

診断書等の提出による検査の免除を受けるための要件 
１ 診断書その他の書類の要件 
  認知症に該当する疑いがないと認められるかどうかに関する医師の意見及び検査の結果
が記載されたもの 

２ 診断書等の作成・提出時期 
  運転免許証更新の際や特定失効者又は特定取消処分者が運転免許を再取得する際の認知
機能検査等の受検期間に作成され、提出されたもの 

   ●免許更新予定者：更新期間が満了する日前６月以内 
   ●特定失効者・特定取消処分者：免許申請書を提出した日前１年以内 

臨時認知機能検査についても診断書等の提出により検査の免除が受けられます。 

 基準行為(信号無視等の 18 項目の違反)をした時に受検する臨時認知機能検査については、基準行為をし

た日の３月前の日以降に診断書等を提出した方は検査が免除になります。 

【具体的には、基準行為をした日の３月前の日以降に、①認知機能検査等を受けた場合、②新たに免種を追

加した場合、③臨時適性検査を受けた場合は、臨時認知機能検査を免除】 

(問合せ先) 岩手県公安委員会(岩手県警察本部交通部運転免許課)  
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